
ネット時代の流通ビジネスモデルを支えるトータルソリューション

生鮮品卸売市場整備のための
情報化システムソリューション
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卸売市場情報ネットワークシステムのイメージ

卸売市場内の関係業者間連携システムと,産地から消費地までを仲介する卸売市場情幸程ネットワークシステムのイメージを示す｡

生鮮品卸売市場は,産地と小売り,消費者を結ぶ生鮮品流通のかなめとして,重要な役割を果たしている｡しかし近年,産

地の大型化や量販店の取引拡大,情報技術の進展などにより,卸売市場を取り巻く環境は急速に変化している｡その結果,卸

売市場を通さない流通形態の増大や市場間競争の激化が生じ,市場内業者の経営の合理化･効率化が求められている｡このた

め,農林水産省は,高度情幸馴ヒヘの対応など,機能の高度化を柱とした卸売市場の整備方針を策定し,計画的な整備を推進し

ている｡

日立製作所は,卸売市場に対する現状の調査･分析から最終的な整備内容の策定･構築に至るまでを一貫して行う｢卸売市場

情幸馴ヒシステムソリューション+を提案している｡

はじめに

今,卸売市場は大きな変革期に来ていると言える｡こ

れまで卸売市場は,公平･公止･公開の原則の‾lT,牛鮮

品流通のかなめとして重安な役割を果たしてきた｡しか

し,近年の生鮮品流通の劇的な変化に対ん占するために,

卸売市場の機能高度化が叫ばれている｡農林水産省の■方

針では,特に高度情報化への対J心が重要な取組みテーマ

として掲げられており,取引結果をはじめとする各種事

務処理の情報化はもとより,産地や小売り･消費者に対

する情報の受発イ主一言基地として,情報を共有,提供,活用

する仕組みの確立が求められている｡

ここでは,卸売市場の現フ状と今後の方向性,および情

事馴ヒに対する日荘製作所の取組みについて述べる(〕
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卸売市場を取り巻く環境

卸売市場は生鮮4品(青果物･水産物･食肉･花き)を

取り扱い,その規模により,巾央卸売市場,地方卸売市

場,規模未満卸シ■上市場に大別できる｡卸売市場は,･般

的に,市場を管理監督する開設‾者をはじめ,卸売業者,

仲卸業者,関連事業者などで構成し(図1,2参照),生

鮮品の安定供給のために以‾1ごの機能を持っている｡

(1)消費者の多様なニーズに対応できる商品の品ぞろえ機能

(2)大量に集荷した商品を迅速に分荷する機能

(3)効率･公正･公開の原則による透明件の高い価格形

成機能

(4)大量で多様な需給情報と市場メカニズムに基づぐ需

給調整機能

(5)迅速で確実な決済機能

農林水産省は,卸売市場を計画的に整備するために,

5年ごとに向こう10年間の卸売市場整備基本方針を策定

しており,現在は,平成8年度に策定された第6次の方針

に基づいて,全凶数市場で整備が計l内的に推進されてい

る｡)第6次卸売市場整備基木方針では,以下の項目が重

要な取組みテーマとして掲げられている｡

(1)衛生管理機能の強化

(2)高度情報化への対応

(3)防災機能の強化

(4)環境への配慮
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図1卸売市場と関係業者の関係

卸売市場にかかわる関係業者の位置づけと,商品の流れを示す｡
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卸売市場内関係者

匪:亘:妻ヨ
卸売市場の施設の管理･取り引きの監視などを行う｡

薗
多種･多様な商品を大量に集荷し,競りなどによって販売する｡

顧
市場内に店舗を構え.競りなどに参加し,買い出し人などの注文

に応じて仕分け.販売を行う｡

市場関係者の便宜を図るため,運送,冷蔵庫の管理,飲食物の
提供,必需品販売などを行う｡

卸売市場利用者

直垂蔓≡ヨ
生産物を卸売市場に出荷する｡

直垂妻重罰
地域の小売商で.競りに参加し,買い付けた商品を消費者に販売する｡

匡萱重罰
競りには参加せず,仲卸や関連事業者から商品を購入する｡

図2 卸売市場と関係業者の役割

卸売市場にかかわる関係業者と,その担う役割を示す｡

(5)効率的物流への対応

(6)卸売業者,仲卸業者の経営体質強化

この中でも特に情報化への対応が重要視されており,卸売

市場内の情報基盤の構築とその活用が強く求められている｡

一方,1971年に施行された卸売市場法が2000年に抜本

的に改‾l[され,競り取り引きの原則撤廃や商物不一致の

容認など,大幅な規制緩和が図られた｡)これにより,卸

売市場の情報基盤の整備推進と相まって,今後は,産地

からの事前出荷情幸削こ基づいた事前取り引き,いわゆる

情報取り引きの急速な進展や,それに伴う商品の保管･

輸送の効率化が推進されることが予想される｡

このため,農林水産省は,｢生鮮流通ロジスティクス

開発事業+と｢生鮮食品等取引電子化基盤開発事業+の補

助事業を実施し,情報を駆使した市場取り引きや物流の

効率化を推進している｡

生鮮品卸売市場の情報化のニーズ

卸売市場の高度情報化を推進するためには,まず,情報

基盤の構築が必要不可欠である｡具体的には,データや音

声,映像,制御用の信号などを伝送するためのLANを市場

内全域に敷設し,これらの情報を管理するためのコンピュ

ータを設置することになる｡しかし,情報基盤の整備だけ
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プロセス

禽
日
立
製
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所

の対応

基本構想 経 基本計画 酸 基本設計 覿 実施設計 艶 美施

上流段階エンジニアリング

市場関係者に対する調査･分析

業務システム診断

事業ビジョン･構想書作成

設 計 段 階

問題点を解決するための効果的な施策を検討

ビジネスシステムプランニンク

では十分に活用されないおそれがあり,これらを有効に活用

する仕掛けを構築することが重要である｡通常,生鮮品

の卸売りを行う卸売業者は自社内に情報システムを構築

しており,これを取引結果の処理などに使っている｡これ

らの入場業者の情報システムと卸シ琶市場内の情報基盤を

接続することにより,企業間での情報連携が叶能となり,

業務処理の大幅な迅速化と効率化が図られることとなる()

一方,卸売業者から買い受けた商品を小売業者などに

販売する仲卸業者や,市場の関係者に各種サービスを提

供する関連事業者などに対しては基幹となる業務の整備

が望まれており,情報基盤の構築を契機に,市場内のすべ

ての入場業者が活用できるような,市場全体での情報化

の推進が求められている｡

卸売市場システムソリューション

4.1 日立製作所の対応

通常,卸売市場の整備事業は,基本構想･基本計画･基

本設計･実施設計･実施といったプロセスをたどり,段階

的に進められていく｡日立製作所は整備事業の上流段階

から参画し,これまで培ったさまざまな調査･分析のノウ

ハウを生かすことにより,市場関係者が抱えている問題

点や要望を幅広い視点でとらえる｢業務･システム診断+

から取り組んでいる｡この結果を計両と設計に反映させ

るために,｢事業ビジョン･構想書作成+から始め,最終的

な｢ビジネス システム プランニング+,｢システム構築+

へと進展させることにより,効果的な整備施策を立案す

ることを目指している｡ソリューションの進め方につい

[互]

システム構築

図3 卸売市場情報化シ

ステムソリューションの

進め方

卸売市場の整備事業の進

め方と,これらに対応した

日立製作所の情寺糾ヒシステ

ムソリューションの取組み

を示す｡

て以下に述べる(図3参照)｡

(1)｢業務システム診断+

(a)市場関係者に対するアンケート･ヒアリング調査

を通じて問題点や要望を洗い出す｡

(b)調査結果を整理,分析することによって問題点の関

連性を導き出し,解決すべき本質的な問題点を洗い出す｡

(2)｢事業ビジョン･構想書作成+

(a)問題点を解決するための方策を検討し,具体的な

整備施策案を導き出す｡

(b)整備施策案を有効性･実現性･投資対効果などの観

点から評価,ク}析し,最終的な整備施策へと結び付ける｡

(3)｢ビジネスシステムプランニング+

(a)整備施策に基づいて市場全体の整備計画の策定を

行う｡

(b)整備計画に基づく各システム機能設計とフィージ

ビリティスタディを実施する｡

4.2 施策の具体的内容

社会の変化に柔軟に対応し,生鮮品取り引きの維持･

拡大を図るために,以下のような施策の実現を目指して

いる(図4参照)｡

(1)市場内LANによる取引結果などのデータ伝送

(2)共同コンピュータによる清算業務などの一元的な処理

(3)大型表示装置による迅速で効果的な情報提供と,市

場の公開性の確保

(4)共同データベースによる各種情報提供と,情報資源

の効率的管理

(5)ワークフローの導入などによる開設者と市場入場業
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情報センター

インターネットファイア

ゲ【トウェイ ウォール

窟ク
共有データベ【ス
サーバ

共有データベース

卸売場

[:三コ

/害悪器
臨‥

場内撮影
カメラ

情報提供
システム

大型情報表示盤

控警崩三言ヨン'
事務所など

薗監〆
電話 ファクシミリ

1SDN

公衆網

場
内
内
線
綱

運営管理サーバ

市場内
LAN

卸売業者
システム

フォーマット

〉吉算業者

清算業務システム

__量

PRセンター

恒大型表示盤

(マルチビジョン)

/惜朝提供‾＼
システム

｢話語両面藷丁

･､.報告システム

開設者事務所

+

会議室

映憮･音響設備

盛団

者ム姓
未
テ

卸
ス

仲シ

｢‾マット
■

コート1

堅筆世些+

電話内線化

甜8

【〓UhU-‖)

YハDUP

(頭重車重

⊂]

塵

施設監視設備

電力設備

給水設備

著聞の申請･報告業務の電算化

(6)光熱費関係のメータの自動検針と,課金業務の電算化

(7)現場入力システムによる卸売場での迅速かつ確実な

データエントリー

(8)情報ネットワークによる市場外との情報交換,情報

提供サービスの推進

おわりに

ここでは,生鮮品卸売市場整備事業のための情報化の

推進について述べた｡

卸売市場は,開設者をはじめとする多数の企業や個人

事業者で構成している｡したがって,有効な整備計画を

策定するためには,上流段階からの一貫したトータルソ

リューションが重要であると考える｡消費者に新鮮でお

いしいものを供給するために卸売市場が果たすべき役割

は大きい｡劇的に変化しつつある生鮮品流通業界での卸

売市場のあるべき今後の姿を的確にとらえ,最適なシス

テムの構築を目指していく考えである｡
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図4 卸売市場総合情報

システムの構成

日立製作所が提案する卸

売市場総合情報システムの

全体構成イメージを示す｡
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